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■支援の背景
　工場用動力盤や制御盤は人件費の安い海外製品との競争が激化し、製造コストの削減が求めら
れています。上野電機㈱では、電装品組立工程の改善や、部品加工のCAD/CAM 化などでコス
ト削減を進めておりましたが、盤筐体の溶接工程では改善が進まず課題となっていました。今
回、溶接工程の効率改善について技術支援依頼があり、多くの時間を要する部品位置決め作業と
溶接部の研削仕上げ作業に対し、位置決め装置の開発による所要時間の短縮、デジタル制御溶接
の活用によるスパッタ発生量の削減を支援しました。

■支援の要点
１．従来の溶接工程の分析による問題点の抽出
２．精度と作業性を両立させる位置決め冶具の機構設計
３．仕上げ作業を削減するデジタル制御溶接の利用技術

■支援の成果
１．従来工程の分析により、部品の位置合わせ作業や溶接スパッタの仕上げ作業が、効率低下の
主な原因になることを確認しました。
２．溶接部品の位置決め装置を開発し、位置合わせ作業の時間を約4割に短縮しました。また、
位置決め装置により仮付け溶接が削減され、総溶接時間も約4割に短縮できました。
３．デジタル制御溶接の設定など溶接スパッタの抑制技術を支援し、グラインダやヤスリがけに
よる仕上げ作業の時間を約7割に短縮できました。
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制御盤筐体の溶接支援装置の開発
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